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[成果情報 名]フ ジザ クラ系 LWと D(サ クラ 203)と の組 合せ

[要約 ]当 場の LW(フ ジザ クラ XW(イ ワテハヤチネ系統 ・ナガラヨーク系統 ,フ ジヨ

ーク系統))と デュロック種のサクラ 203と の組合せでは、総合的な産 肉成績である上

物率が高い値を示 した。

[キー ワー ド]フ ジザ クラ ・LW・ デ ュロ ック種

[担当]山 梨畜試 さ養豚科

[連絡先]055-273-6441

[区分]関 東東海北陸農業 ・中小家畜

[分類]技 術 ・参考

[背景 ・ね らい]

当場は、本県系統豚 「フジザクラ」 を県内農家に対 して払い下げているが、そのフジザ

クラをベースに、大 ヨークシャー種及びデュロック種 を交配 し肉豚 を生産する場合、国等

の系統豚 との最適な交配組合せについて検定 を行 うことで、生産性の向上 を図る。

[成果の内容 ・特徴]

1 出 荷 日齢、枝肉重量、一 日平均増体重、背脂肪厚、背腰長 I及 びと体幅は、LWと D

の組合せの間に有意な差は認め られなかった。

2 総 合的な産 肉成績 となる上物率は、 LWと サクラ 203(D2)と の組合せで 65

8%と 、他の組合せに比べて高いという有意な差が認め られた。

3 サ クラ 203(D2)は 、3系 統 どのLWと の組合せでも、高い上物率を示 して′t たヽ。

4 LWと ゼンノーデー 01(D4)と の組合せでは、上物率が 512%と 、 LWと サ

クラ 203と の組合せに次いで高い値 を示 した。 しか し、サクラ201(Dl)及 び

フジロック (D3)と の組合せとの間に有意な差は認め られなか った。

[成果の活用面 ・留意点]

1.出 荷は適正 日齢、適正重量を厳守する。

[具体的データ]

表1産 肉成績

組合せ 頭数 出 荷日齢 枝 肉重量 一日平均  背 脂防厚  背 腰長 E

L I V 2  X

L W 3 X

672 8

627 3

622 1

2 5

2 8

2 1

7 2  2

7 1  8

7 2  5

(序0    (日 )

36   183 3    76 2

11   182 6    74 6

( c n l    ( c m )

L 7ヽ× Dl 69   180 2    75 8 641.0 2.6 72,0 33 7 43 5

LM′ 1× D2   37   182 6    76 6

LM′2X

L 内ヽ′3 X

626 3

672 1

616 3

2 8

2.8

2 6

71 8

73 3

71 9

33 4

32 9

33 0

64 9

60 0

71 4

15   169 2    76 7

21   188 9    75 9

LW XD2   73  180.2   75 7 632 8 2,7 72 1 33.2 65.8

LWlXD3   74  182.5   75 5

LIV2 X

LW3X

634 9

624 7

640 6

2 5

2.7

2 8

71 7

71 2

7 1 4

33 4

33 5

33 2

47 3

50 0

60 0

22   183 5    76 0

10   178 7    73 8

L VヽX D3   106  182.4   75.4 633 3 2 6 715 33 4 49_1

LWl× D4   51   182 5    76 2

34   176 1    76 5

40   177 2    76 2

L W 2 X

L W 3×

623 9

647 5

639 2

2 5

2 8

2 6

71 8

72 1

72 1

34 1

33 0

33 2

49 0

44 1

60 0

LWXD4   125  179 0 76 3 635 2 2.6 72.0 33.6 51 2

※ ・L Vヽl:イ ワテハヤチネ (Wl tt LW2tナ ガラヨー
ク(W)系  LW3:フ ジヨーク(wl系

・Dl:サ クラ201 D2:サ クラ203 D3:フ ジロック D4:ゼ ンノーデー01
・一日平均増体重室は、便食上出荷時生体重を、出荷日齢で除した。
・背脂肪厚は肩・背・腰の平均値とした。
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